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発表の方法  

(予定で可 )  

１ 紀 要  号 数 
第      10号 

（平成２３年 ３月発行） 

２ 学会等での発表 

学会等名： 発表日 

（発表 

予定日） 

平成  年  月  日 

３ その他 

発表の方法： 発表日 

（発表 

予定日） 

平成  年  月  日 

 注：配分を受けた翌年度の 6月末までに提出

研究№ 
（記載不要） 

21―文学―4 

(様式第１号) 



 

（研究の目的等）  

 本研究はフランスの旧植民地、アルジェリア出身の女性作家によるフランス語小説を対象に、支配国

／被支配国、フランス語／口語アラビア語、男性／女性、表象する主体／表象される客体、視る者／

視られる者、過去／現在等の対立する諸局面での混淆と生成のさまをとらえ、フランス語圏文学の現

状と旧植民地出身女性作家の創作活動を考察することを目的とする。 

（研究の実施方法等）  

 申請者がこれまで研究してきた二作家、アシア・ジェバール（1936- ）とレイラ・セバール（1941- ）の

複数作品を分析する。具体的には 19 世紀のフランス人作家や画家の手記、絵画と当該作家たちの

「対話」のかたちを考察する。 

 実施した内容は、以下のとおり。 

 １）国内外での調査・情報収集 （H21年８月に仏国立図書館での文献調査） 

 ２）ジェバール氏インタビュー （H２１年８月に A.ジェバール氏自宅にて） 

 3）翻訳出版に向けての準備と調査 （A.ジェバール『愛、ファンタジア』1982年の翻訳準備） 

 4）研究総括としての論文執筆 （H23年３月発行本学紀要に発表予定） 

 

 

（得られた成果等） 

 上記二作家の小説に関する批評と、ジェバールの上記翻訳書に関連する歴史資料を中心にパリに

て文献調査を進め、これまで目を通したいと思っていた文献の多くに当たることができた。これによっ

て、翻訳の下準備が大幅に進んだ。また作家本人にインタビューできたことで、原著の理解がより深化

された。 

 収集した文献の講読によって、上記二作家の作品における共通点と対象点が明確になり、論文のか

たちで成果を示す予定である。 

 


